
算 数 科 学 習 指 導 案 

日 時 平成 年 月 日（ ） 

児 童 1 年生 

授業者  

授業場  

 

１ 単元名「ずをつかってかんがえよう」 

 

２ 単元の目標 

  順序数や異種の数量を含む加減の場面，求大や求小の場面について，図に表して数量関係を考えること

を通して，加減計算が適用できることを理解し，立式したり式を読み取ったりできるようにする。 

 

３ 単元について 

（１）単元観 

  本単元の主なねらいは，順序数や異種の数量を含む加減の場面，求大や求小の場面について，図に表し

て数量の関係を捉え，加法及び減法が用いられる場合であることを判断し，式に表したり式を読み取った

りできるようにすることである。 

  加法及び減法が用いられる場合やその意味を考える際には，具体的な場面について，児童自身が，加法

が適用できる場合なのか，減法が適用できる場合なのかを判断できるようにしていくことが大切である。 

例えば，具体物や図を用いた活動を通して，数量の関係に着目させ，順序数で捉えていたものを集合数

に捉え直すことで，加法を適用できる場合であることに気付いたり，順序数で捉えていたものを２つの集

合として捉えることで，一方の集合の要素の個数を求める際に減法を適用できる場合であることに気付い

たりできるようにしていく。このように加法や減法が用いられる場合を拡張していくことで，加法や減法

の意味を具体的に捉えていくことができるようにしていく。 

 また，加法や減法が用いられる具体的な場面を，具体物や図を用いて数量の関係を捉え直して式に表し

たり，式を読み取って具体物や図を用いて表したりすることで，式についての理解を深め，式と具体的な

場面とを結び付けられるようにしていく。 

 

（２）目指す児童像 

本単元では，児童がこれまでに学習してきた加法及び減法を適用してきた場面とは異なる場面について，

どのような式で表すことができるのかを考えていく。 

その際に，問題文を読むだけでは立式の判断が難しかったり，提示される絵の一部が欠けていたりする

ことから「図をかいてみればわかりそう」「隠れている絵の部分をかけばわかるよ」などと，具体物や図で

表すよさに気付き，具体物や図を用いて考えていく姿を目指す。また，表された図を基に「○○が△番目

にいるということは，○○のところまでは△人だよ。」「□人乗っているということは，□台のジェットコ

ースターがあるということだね。」などと説明し合うことで，順序数で捉えていたものを集合数で捉え直す

ことができることや，異種の数量を同種の数量に捉え直すことができることに気付き，「今までと同じよう

にたし算で求められるんだね。」「この場合はひき算で考えられるね。」と，明確に判断できるよさを感じな

がら，立式したり式の意味を読み取ったりする児童の姿を目指していく。 



（３）指導観 

以上を踏まえ，研究に関わる具体的な手立てを以下に述べていく。本単元における「見方・考え方」と

して次の 4点が挙げられる。 

① 順序数で表された数量と集合数で表された数量の関係に着目し，これまで学習した加法や減法の場面

と数量の関係が同じであることを見付け，加法や減法が用いられることを筋道を立てて考えること。 

② 異種のものの数量を含む場面について対応する数量の関係に着目し，異種の数量を同種の数量に置き

換えられることを見付け，加法や減法が用いられることを筋道を立てて考えること。 

② 求大や求小の場面について数量関係に着目し，一つの数量とその差がわかっていることを見付け，加

法や減法が用いられることを筋道を立てて考えること。 

③ 事象を，図に表し問題の場面と式の関係に着目して捉え，立式の根拠を明らかにして説明すること。 

このような「見方・考え方」を「対話」を通して働かせていくために，数量の関係や，問題の場面と式の関

係に着目し，筋道を立てて考える姿を引き出す発問や，そのような考えを児童が共有するための発問を行う。 

例えば，順序数を含む場面について絵から感覚を基に数えている児童に対し，「え？６番目ですから，１人

しか数えてはだめですよね？」と，既習事項との食い違いから正誤を尋ねる発問を行うことで，「ぺんちゃん

までの全員を数える必要がある」，「ぺんちゃんの前の人たちも入れないと全員にはならない」，「６番目とい

うことは，そこまでに６人いるということ」「だから後ろにいる４人と合わせて，６＋４で１０人になるんだ

ね。」というように，順序数を集合数へと置き換えて考え，これまで学習してきた加法の数量関係と同じであ

ることに着目し，教師や仲間と対話しながら，「見方・考え方」を高め，筋道を立てて考える姿が期待される。 

また，その際に適宜「本当に？」「○○さんが言ったことってどういうこと？」「どちらの式が正しいの？」

と，他の児童の発言の意味を問う発問や，自分の考えと友達の考えの比較を促す発問を行うことで，教師や

仲間と対話しながら，「見方・考え方」を共有していく児童の姿が期待される。 

授業の終末時には，子供が自分の学びを内省し高まった「見方・考え方」を自覚できるよう各時間の目標

に正対した練習問題を位置付ける。 

例えば，単元５時間目には，左右に並んでいる人とその間の自分の１を足さなければ正答にならない場面

について，「ぺんちゃん」に考え方を説明させる練習問題を位置付ける。そうすることにより，数字や場面が

違っても，２つの集合の間に自分がいるという関係が同じであることを考え，その時間で高められた「見方・

考え方」を適用しながら，考えの根拠を表出する姿やその時間で学んだ要点を振り返る姿が期待される。 

 

４ 評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 

数学的な考え方 数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

ア 加法及び減法が用いら

れる場面について， 図を

用いて数量の関係を考

え，加法及び減法を適用

しようとしている。 

ア 異種の数量を含む場面

について，図に結び付け

て，加法や減法を適用し

て捉え，その立式の理由

を説明している。 

イ 順序数や集合数の数量

の関係について，図に結

び付けて加法を適用して

捉え，その立式の理由を

説明することができる。 

ア 加法及び減法が用いら

れる場面を式に表した

り，式を読み取ったりす

ることができる。 

ア 順序数を含む場面につ

いて，加法及び減法が適

用できることを理解して

いる。 

イ 式に表したり，式を読

み取ったりすることを通

して，加法及び減法が用

いられる場面の数量関係

について理解している。 

 

 



５ 学びの過程のデザイン（全６時間） 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１時間目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２時間目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３時間目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４時間目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５時間目（本時） 
 
  
 
 
 
 
６時間目 
 

 
学 習 活 動 一貫した主体的な学び

主 体 的 な 学 び 

 対話を生み出し，「見方・考え方」を高める関わり 

問題を「バス停で並んでいます。ぺんち

ゃんは，前から３番目にいます。ぺんちゃ

んの後ろに 4人います。みんなでなんにん

いますか。」「正解は５人だね！正しいです

か。」とし，順序数は１を表すという既習

事項との「ずれ」から，具体物や図を基に，

加法が適用されることを筋道を立てて説

明しようとする児童の姿を引き出す。 

問題を「５人がジェットコースターに乗

っています。ジェットコースターは，あと

３台あります。ジェットコースターは，全

部でいくつありますか。」「正解は 8 人だ

ね！正しいですか。」とし，異種の数量は

加減法ができないのではないかという「ず

れ」を感じさせ，図を用いながら，筋道を

立てて解決しようとする児童の姿を引き

出す。 

問題を「バス停に並んでいます。ぺんち

ゃんの前に４人います。ぺんちゃんの後ろ

に３人います。全部で何人並んでいます

か。」「４＋３＝７正しいですか？」とし，

既習事項との「ずれ」を感じさせ，図を用

いながら，立式の根拠を説明しようとする

児童の姿を引き出す。      

授業の終末時に，順序数を含む場面
について立式を問う練習問題を位

置付ける。         

授業の終末時に，求大の場面につい

て「ぺんちゃん」に考え方を説明さ
せる練習問題を位置付ける。 

授業の終末時に，異種の数量を含む
場面について立式の根拠を問う練

習問題を位置付ける。 

授業の終末時に，求小の場面につい
て「ぺんちゃん」に立式の根拠を説
明させる練習問題を位置付ける。 

順序数を含む加減の場面について，具体

物や図を基に立式を考える。   知ア 

問題を「りんごを７こ買いました。みか

んは，りんごより５個多く買いました。み

かんは何個買いましたか。」「７－５だね。

正しいですか。」とし，「より～多い」とい

う言葉があり，違いを求める場面は減法を

用いるのではないかという感覚との「ず

れ」を感じさせ，図を用いながら，筋道を

立てて解決しようとする児童の姿を引き

出す。       

問題を「玉入れゲームをしました。赤は，

１２個入りました。白は，赤より６個少な

かったです。白は何個入りましたか。」「１

２＋６＝１８正しいですか。」とし，加法

が正解だった前時と本時の場面の「ずれ」

を感じさせ，図を用いながら，筋道を立て

て解決しようとする児童の姿を引き出す。 

求大の場面について，図を基に立式を考

える。             関ア 

前後に並んでいる人と，その間の自分の

１を足さなければ正答にならない場面に

ついて，図を基に立式を考える。 

考イ 

求小の場面について，図を基に立式を考

える。             知イ 

様々な加減場面について，立式したり，式

を読み取ったりする。      技ア 
授業の終末時に，左右に並んでいる
人と，その間の自分の１を足さなけ
れば正答にならない場面について，

「ぺんちゃん」に考え方を説明させ
る練習問題を位置付ける。 

異種の数量を含む加減の場面について，

図を基に立式を考える。     考ア 

Ｃ：６＋４で１０人だよ。 

Ｔ：６は何の６ですか？ 

Ｃ：６番目の「６」。 

Ｔ：え？６番「目」なんですから，１人

しか数えちゃだめですよね？ 

Ｃ：確かに，６番目はぺんちゃん１人だ

けど・・・。 

Ｃ：６番目ということは，そこまでに６

人いるということだから，６＋４で 

  合ってる！          

Ｃ：５＋３だね。 

●●●●●○○○ 

 （●：人，○：ジェットコースター） 

Ｔ： これで，バッチリですね。 

Ｃ：ちがう！ダメ！ 

  人とジェットコースターは足せな

いよ。 

Ｔ：５＋３の「５」は人ではないの？  

Ｃ：５人はジェットコースターに乗って

いるから，人が乗っているジェット

コースターの数が，５台ということ

だね。 

Ｃ：人とジェットコースターがセットに

なってるから・・・・。 

 

 Ｃ：７＋５だね。 

●●●●●●●○○○○○ 

Ｔ：なるほど。この図によると，みかん

は５個ということですね。 

Ｃ：違う！だって，みかんの方が多くな

くちゃいけないよ。 

Ｃ：多いということは，もともと７個は

あって，それからさらに５個多いと

いうことだね。 

 

Ｃ：４人と３人だから，図に描くと４＋

３＝７で合っているよ。 

Ｃ：４人と３人の中には，ぺんちゃんが

入っていないよ。 

Ｔ：どうすればいいということです

か？  

Ｃ：前の４人と後ろの３人の中にはぺん

ちゃんが入っていないから，丸を一つ

足すんだよ。 

Ｔ：え？では，正しい式は何ですか？ 

Ｃ：式は４＋３＋１になるよ。 

Ｃ：僕は４＋４になったよ。 

Ｃ：私は４＋１＋３と考えたよ。 

Ｔ：あれ？どれが正しい式ですか？ 

Ｃ：４＋３＋１が正しいよ。 

  だって・・・。 

Ｔ：前の時間と何が違うの？ 

Ｃ：前の時間は多い方を聞かれていたけ

ど，今日は少ない方を聞かれてい

る。 

Ｃ：少ないからひかなくちゃいけない。 

Ｃ：１２個から６個少なくするというこ

とだから・・・。 

○○○○○○○○○○○○ 

  ●●●●●●×××××× 

   



６ 本時について（５／６時間目）  

（１） 本時の目標 

  順序数や集合数の数量の関係について，図と式を結び付けながら，立式の理由を説明することができる。 

（２）本時における研究の視点 

  本時においては，図を基に問題に表れていない１を図や式で表現している児童の発言に対してその意味

や根拠を問い返すことで，問題の場面と図，図と式の関係に着目し，筋道を立てて考えていく姿を引き出

す。 

（３）本時の展開 

学習活動 主な働きかけ 
【評価】 

個に応じた指導（▲） 

１ 問題について話し合う。 

 

 

 

 

・問題文の通りだから合っているよ。 

・隠れている所は，3人じゃないよ。 

・図を描けば，確かめられるね。 

 

 

２ 問題場面を図に表し，正しい式を考える。 

・ぺんちゃんを入れて，8 人だよ。 

・ぺんちゃんの前に 4 人，ぺんちゃんの後ろに 3 人だか

ら・・・。 

３ 問題場面に適した図と式を話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 正しい式を立てるコツを考える。 

 

 
 

５ なぜぺんちゃんの考えが違ったのかを考える。 

 

６ 練習問題を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□上図のように，問題場面の絵を提

示する。その際，四角に囲まれた

部分を隠して提示することで，隠

れた部分を図に表す必要感をもた

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考イ 

観察・発言・記述】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考イ 

観察・発言・記述】 

 

 

バス停に 並んでいます。 
ぺんちゃんの前に４人います。ぺんちゃんの後ろに

３人います。 
全部で何人並んでいますか。 

図を描いて，正しい式を考えよう！ 

4＋3＝7 だ
ね！ 

数字で書かれていなくても，場面を想像して，１を足
すことが大切なんだね。 

Ｃ：４人と３人だから，図に描くと４＋３＝７で合っているよ。 
Ｃ：４人と３人の中には，ぺんちゃんが入っていないよ。 
Ｔ：どうすればいいということですか？  
Ｃ：前の４人と後ろの３人の中にはぺんちゃんが入っていない

から，丸を一つ足すんだよ。 
Ｔ：え？では，正しい式は何ですか？ 

□「ぺんちゃん」の考えとして， 
誤答を提示してその正否を問 
うことで，児童が，既習事項と 
の「ずれ」に気付き，図を基に 
しながら正しい式について説 
明しようとする姿を引き出す。            

▲４＋３のまま
でよいと考え
ている児童が
い る 場 合 に
は，問題文に
書かれている
「 ぺ ん ち ゃ
ん」が図のど
こにいるかを
問うことで，
問題文に表れ
ていない１に
着目するよう
促す。 

□ぺんちゃんが図に表されてい 
ないという発言に対して，問題 
文には４人と３人という数し 
か書かれていないことから， 
「どうすればいいということ 
ですか？」と「問い返し発問」 
をすることで，問題場面と図と 
の関係に着目して説明しよう 
とする児童の姿を引き出す。 

□児童が複数の式を発表した段階 
で，「あれ？どれが正しい式で 
すか？」と，式の比較を促す「問 
い返し発問」をすることで，図 
と式との関係に着目して考え 
る児童の姿を引き出す。 

□「ぺんちゃん」の考えがなぜ違 
うのかを説明する練習問題を 
位置付けることで，本時の学習
を振り返ることができるよう
にする。 

みんなで キリンを 見ています。 
ぺんちゃんの 左に ２人います。ぺんちゃんの 右

に ６人います。 
全部で 何人 見ているでしょうか。 
 
 

８人だね！ 

Ｃ：式は４＋３＋１になる
よ。 

Ｃ：私は４＋１＋３と考えた
よ。 

Ｔ：あれ？どれが正しい式で
すか？ 

Ｃ：４＋１＋３が正しいよ。 
Ｃ：だって，問題文に１は入

っていないけど，ここに
ぺんちゃんがいるから，
その分１を足さないと
いけないんだよ。 

Ｔ：では，５＋３と考えた人
は間違いですね。 

Ｃ：いや，間違えじゃないよ。
最初の４＋１を先に足
しているんだよ。 

Ｃ：どの考えも，ぺんちゃん
を足して考えているね。 

Ｃ：式は５＋３になるよ。 
Ｃ：私は４＋１＋３と考えた

よ。 
Ｔ：あれ？どれが正しい式で

すか？ 
Ｃ：５＋３が正しいよ。 
Ｃ：え？違うよ。 
Ｃ：前の４人とぺんちゃんで

５人になって，後ろの３
人と合わせると，８人に
なるから，５＋３です。 

Ｃ：先に前の４人とぺんちゃ
んを足したんだね。 

Ｃ：僕は，前の４人とぺんち
ゃんと後ろの３人を合
わせるから，４＋１＋３
だと考えたよ。 

Ｃ：どの考えも，ぺんちゃん
を足して考えているね。 


